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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 238,917 7.6 8,664 △18.0 9,670 △12.4 4,116 △39.2

26年３月期第２四半期 222,123 △5.0 10,562 10.0 11,033 18.6 6,771 22.9
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 10,397百万円(△29.0％) 26年３月期第２四半期 14,642百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 9.49 －

26年３月期第２四半期 15.61 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 568,193 274,131 41.9

26年３月期 557,522 267,625 41.6
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 237,892百万円 26年３月期 232,153百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 － 2.50 － 2.50 5.00

27年３月期 － 3.00

27年３月期(予想) － 3.50 6.50

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 490,000 7.0 20,000 5.4 22,000 8.4 10,000 △20.7 23.06
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 434,487,693株 26年３月期 434,487,693株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 795,556株 26年３月期 783,783株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 433,699,343株 26年３月期２Ｑ 433,738,829株
　

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示
時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中であります。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上
記業績予想に関する事項は【添付資料】Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報 (３) 連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、景気の緩やかな回復基調が続いているものの、個人消費につ

いては、消費税率引き上げ前の駆け込み需要の反動減や物価上昇に伴う実質所得低下の影響などから弱い動きが見

られました。また、鉱工業生産についても需要の回復遅れから弱めの動きが続いておりますが、設備投資について

は、企業収益の改善を背景に回復基調を維持してまいりました。特殊鋼の主要需要先である自動車・産業機械需要

に関しては、米国自動車販売が好調であったことに加え、設備投資の回復基調が継続していることなどから堅調に

推移いたしました。このような経営環境のもと当社グループにおきましては、収益改善への取り組みを強化すると

ともに、グローバル・リーディング商品の拡販や次世代成長商品の拡大など、中期事業課題にも取り組んでまいり

ました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、昨年対比で売上数量が増加したことなどから、前年同期比167

億94百万円増収の2,389億17百万円となりました。一方、経常利益につきましては、電力などのエネルギーコストや

ニッケル等原料価格の上昇分を吸収しきれなかったことなどから、前年同期比13億63百万円減益の96億70百万円と

なりました。また、投資有価証券評価損等もあり、四半期純利益は前年同期比26億55百万円減益の41億16百万円と

なりました。

　
セグメントの業績は、以下のとおりであります。

　
①特殊鋼鋼材

特殊鋼鋼材部門につきましては、自動車および産業機械向け構造用鋼は消費税率引き上げに伴う反動減や中国で

の販売低迷により一部ユーザーで減産の動きがありましたが、輸出向け軸受材や産業機械向けの拡販などにより、

前年比売上数量は増加いたしました。工具鋼関連につきましては、消費増税後の影響が軽微であったことに加え、

輸出向けを中心とした自動車関連需要が堅調であったことから、前年対比で売上数量は増加いたしました。

　その結果、当第２四半期連結累計期間の特殊鋼鋼材の売上高は、売上数量の増加により前年同期比7.2％増加の

950億80百万円となりましたが、営業利益につきましてはエネルギーコストの上昇影響等を受けたことから前年同期

比16億45百万円減益の６億18百万円となりました。

　
②機能材料・磁性材料

ステンレス製品につきましては、建築関連等の市況品の荷動きが活発であったことに加え、ＨＤＤ向け需要も堅

調に推移したことから、売上高は増加いたしました。高合金製品に関しては、自動車関連が堅調に推移し売上高は

増加いたしました。磁石製品については、ＩＴ、ＯＡ関連が減少する一方で、ＦＡ向けの復調、ＥＰＳなど自動車

関連が相対的に堅調であったことから売上高は前年を上回りました。チタン製品に関しては、国内医療向けが復調

する一方で、輸出製品が低迷したことから売上高は減少いたしましたが、粉末製品については、自動車関連が堅調

であったことなどから、売上高は昨年を上回りました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の機能材料・磁性材料の売上高は、全般に堅調な需要に支えられ、前年同

期比11.6％増加の786億70百万円となりました。また、営業利益については、数量増加などにより前年同期比12億91

百万円増益の67億４百万円となりました。

　
③自動車部品・産業機械部品

自由鍛造品につきましては、民間航空機向け需要が堅調に推移していることに加え、プラント関連の大口品の出

荷があったことなどから、昨年対比で数量、売上高とも増加いたしました。型鍛造品については、東南アジア向け

は低迷しているものの、新規拡販等が寄与し、昨年対比売上高は微増となりました。エンジンバルブ関連は、消費

税率引き上げ影響は比較的軽微であったことに加え、北米向けが堅調に推移したことなどから、売上高は前年を上

回りました。鋳鋼品、精密鋳造品に関しましては、砂型品からの撤退による影響はありましたが、ターボ関連製品

の需要拡大により、前年比で売上高は増加となりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の自動車部品・産業機械部品の売上高は、前年同期比4.5％増加の491億81

百万円となりましたが、営業利益については、産業機械向け製品の内容構成悪化や、渋川工場でスラグ処理関連費

用を計上したことなどから、前年同期比18億75百万円減益の３億98百万円となりました。
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④エンジニアリング

エンジニアリング部門につきましては、ＡＳＥＡＮ、中国向けを中心に基調は堅調を維持しておりますが、新設

炉の売上対象が少なかったことから、売上高は前年比微減となりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間のエンジニアリングの売上高は、前年同期比3.0％減少の107億55百万円と

なりました。営業損益については、工事案件の内容良化などから前年同期比４億１百万円増益の３億円となりまし

た。

　
⑤流通・サービス

流通・サービス部門につきましては、商社部門の海外売上が増加したこと等から、当第２四半期連結累計期間の

売上高は、前年同期比9.9％増加の52億29百万円となりましたが、営業利益については前年同期比69百万円減益の６

億45百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べ106億71百万円増加し5,681億93百万円と

なりました。総資産の主な増加の内訳と要因は次のとおりです。

・「たな卸資産」の増加111億57百万円…主として生産量の増加に伴う増加。

　また、当社グループの当第２四半期連結会計期間末の少数株主持分を含めた純資産額は、前期末に比べ65億６百

万円増加し2,741億31百万円となりました。純資産額の主な増加の内訳と要因は次のとおりです。

・「その他有価証券評価差額金」の増加56億10百万円…主として保有株式の時価の上昇による増加。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は41.9％となり、前期末と比べ0.3ポイント上昇しており

ます。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期の日本経済は、消費税率引き上げの影響が薄れていく中で回復基調に戻ることが期待されています。特殊鋼

の主要需要先である自動車、および産業機械市場に関しても、国内自動車販売の底打ちや設備投資の増加傾向が続

いていることから緩やかな回復基調が続くものと考えております。一方で、アメリカの金融緩和縮小による影響や

中国経済の減速、および地政学的リスクの発生など景気の下押しリスクも大きく、これらの環境変化による需要動

向を注視していく必要があると考えております。

このような経営環境の中、当社グループにおいては、徹底したコスト削減への取組みによって収益確保に努める

とともに、成長商品の拡大戦略を推進してまいります。

当期の連結業績につきましては、特殊鋼需要は概ね堅調なものの、一部の海外自動車生産の調整や上期に発生し

たニッケル等の原料価格の上昇影響、投資有価証券評価損の計上なども勘案し、前回（平成26年４月30日）公表し

た業績予想を修正しております。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）お

よび「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間お

よび支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減

しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が3,626百万円減少、退職給付に係る負債が

298百万円増加し、利益剰余金が2,448百万円減少しております。なお、損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 40,674 32,867

受取手形及び売掛金 100,719 101,343

たな卸資産 97,746 108,904

その他 9,118 9,376

貸倒引当金 △197 △176

流動資産合計 248,061 252,315

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 61,536 63,607

機械装置及び運搬具（純額） 77,812 76,972

その他（純額） 45,551 46,446

有形固定資産合計 184,900 187,026

無形固定資産

のれん 163 137

その他 5,761 6,418

無形固定資産合計 5,925 6,556

投資その他の資産

投資有価証券 81,649 87,737

退職給付に係る資産 28,785 26,409

その他 8,350 8,285

貸倒引当金 △150 △137

投資その他の資産合計 118,634 122,294

固定資産合計 309,460 315,878

資産合計 557,522 568,193
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 76,895 84,015

短期借入金 41,876 36,744

未払法人税等 3,507 2,196

賞与引当金 6,066 6,092

その他の引当金 543 294

その他 27,570 20,360

流動負債合計 156,460 149,704

固定負債

社債 30,000 40,000

長期借入金 70,692 69,053

その他の引当金 1,338 1,257

退職給付に係る負債 7,312 7,785

その他 24,093 26,261

固定負債合計 133,437 144,357

負債合計 289,897 294,061

純資産の部

株主資本

資本金 37,172 37,172

資本剰余金 28,542 28,542

利益剰余金 146,079 146,662

自己株式 △370 △376

株主資本合計 211,423 212,000

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,642 22,252

繰延ヘッジ損益 0 △0

土地再評価差額金 1,654 1,654

為替換算調整勘定 1,228 1,060

退職給付に係る調整累計額 1,203 924

その他の包括利益累計額合計 20,729 25,892

少数株主持分 35,472 36,239

純資産合計 267,625 274,131

負債純資産合計 557,522 568,193
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 222,123 238,917

売上原価 187,805 205,760

売上総利益 34,317 33,156

販売費及び一般管理費 23,755 24,492

営業利益 10,562 8,664

営業外収益

受取利息 70 101

受取配当金 754 1,039

持分法による投資利益 348 394

為替差益 520 158

その他 906 719

営業外収益合計 2,601 2,412

営業外費用

支払利息 961 744

固定資産除却損 554 281

その他 613 380

営業外費用合計 2,130 1,406

経常利益 11,033 9,670

特別利益

子会社清算益 － 111

投資有価証券売却益 － 101

固定資産売却益 745 －

その他 0 －

特別利益合計 746 212

特別損失

投資有価証券評価損 － 1,589

たな卸資産廃棄損 121 －

その他 4 －

特別損失合計 125 1,589

税金等調整前四半期純利益 11,653 8,293

法人税、住民税及び事業税 3,120 2,606

法人税等調整額 792 557

法人税等合計 3,912 3,164

少数株主損益調整前四半期純利益 7,741 5,129

少数株主利益 970 1,012

四半期純利益 6,771 4,116
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,741 5,129

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 5,685 5,635

繰延ヘッジ損益 7 △1

為替換算調整勘定 1,133 △143

退職給付に係る調整額 － △269

持分法適用会社に対する持分相当額 75 47

その他の包括利益合計 6,901 5,268

四半期包括利益 14,642 10,397

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,414 9,278

少数株主に係る四半期包括利益 1,228 1,118
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 11,653 8,293

減価償却費 9,352 10,650

貸倒引当金の増減額（△は減少） △96 △33

賞与引当金の増減額（△は減少） 52 27

退職給付引当金の増減額（△は減少） 113 －

その他の引当金の増減額（△は減少） △368 △328

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 205

受取利息及び受取配当金 △825 △1,140

支払利息 961 744

為替差損益（△は益） △199 △214

持分法による投資損益（△は益） △348 △394

投資有価証券売却損益（△は益） 3 △100

投資有価証券評価損益（△は益） － 1,589

有形固定資産売却損益（△は益） △736 △12

有形固定資産除却損 587 290

売上債権の増減額（△は増加） △3,305 △723

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,432 △11,323

仕入債務の増減額（△は減少） 5,414 7,201

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） － △1,695

その他 △2,645 1,333

小計 16,179 14,370

利息及び配当金の受取額 827 1,331

利息の支払額 △1,014 △760

法人税等の支払額 △1,388 △3,864

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,603 11,077

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △75 △292

定期預金の払戻による収入 － 576

有形固定資産の取得による支出 △12,969 △21,476

有形固定資産の売却による収入 870 27

投資有価証券の取得による支出 △1,316 △1,666

投資有価証券の売却による収入 14 133

投資有価証券の償還による収入 － 3,000

貸付けによる支出 △158 △448

貸付金の回収による収入 242 265

その他 △1,309 △929

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,701 △20,810
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,634 3,497

長期借入れによる収入 17,371 700

長期借入金の返済による支出 △1,360 △10,740

社債の発行による収入 － 10,000

社債の償還による支出 △10,050 －

配当金の支払額 △653 △1,087

少数株主への配当金の支払額 △268 △262

その他 △210 △137

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,193 1,969

現金及び現金同等物に係る換算差額 302 235

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,398 △7,527

現金及び現金同等物の期首残高 51,643 39,905

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 1,031 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 56,073 32,377
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

特殊鋼鋼材
機能材料・
磁性材料

自動車部品
・産業機械

部品

エンジニア
リング

流通・
サービス

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

売上高

外部顧客への
売上高

88,734 70,471 47,067 11,092 4,757 222,123 － 222,123

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

32,373 7,627 12,585 525 4,438 57,550 △57,550 －

計 121,107 78,098 59,653 11,618 9,195 279,673 △57,550 222,123

セグメント利益
又は損失（△）

2,263 5,412 2,273 △100 715 10,563 △0 10,562

(注)１ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

特殊鋼鋼材
機能材料・
磁性材料

自動車部品
・産業機械

部品

エンジニア
リング

流通・
サービス

合計
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

売上高

外部顧客への
売上高

95,080 78,670 49,181 10,755 5,229 238,917 － 238,917

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

37,994 8,336 16,180 688 4,763 67,964 △67,964 －

計 133,075 87,006 65,362 11,444 9,992 306,881 △67,964 238,917

セグメント利益 618 6,704 398 300 645 8,666 △2 8,664

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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４．補足説明資料

　平成26年10月30日

大同特殊鋼株式会社

平成２７年３月期 第２四半期決算発表

連 結

（1）当第２四半期のセグメント別売上高 （2）要約連結損益計算書(四半期累計期間)

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

26年9月 （前年同期差） 26年9月 （前年同期差）

第２四半期 増減額 増減率 第２四半期 増減額 増減率

特 殊 鋼 鋼 材 95,080 6,346 7.2
売 上 高 238,917 16,794 7.6

営 業 利 益 8,664 -1,897 -18.0

機能材料・磁性材料 78,670 8,198 11.6
営 業 外 収 益 2,412 -188 －

営 業 外 費 用 1,406 -723 －

自動車・産業機械部品 49,181 2,114 4.5
経 常 利 益 9,670 -1,363 -12.4

エ ン ジ ニ ア リ ン グ 10,755 -336 -3.0
特 別 利 益 212 -533 －

特 別 損 失 1,589 1,464 －

流 通 ・ サ ー ビ ス 5,229 471 9.9
税 引 前 純 利 益 8,293 -3,360 －

法 人 税 等 3,164 -748 －

計 238,917 16,794 7.6
少 数 株 主 利 益 1,012 42 －

当 期 純 利 益 4,116 -2,655 -39.2

（3）当第２四半期の経常利益増減要因（前年同期対比）

　 （単位：億円） （参考：原料市況）

増益要因 金額 減益要因 金額 25年9月 26年9月

１．販売数量増加 ４１ １．原燃料等市況 ５９ 第２四半期 第２四半期

２．販売価格是正 ２２ ２．内容構成差他 ３ Ｈ２建値
27.2 28.0

３．変動費改善 ２ ３．固定費の増加 ２２ （千円／ｔ）

４．営業外損益 ６ ニッケル(LME)
6.55 8.40

（＄／ｌｂ）

計（ａ） ７１ 計（ｂ） ８４ モリブデン(MD)
10.1 13.2

差引（ａ）－（ｂ） －１３ （＄／ｌｂ）

（4）要約連結貸借対照表

（単位：百万円）

科目
前期 当第２四半期

増減 科目
前期 当第２四半期

増減
26年3月末 26年9月末 26年3月末 26年9月末

流動資産 248,061 252,315 4,253 負債 289,897 294,061 4,164

現 預 金 40,674 32,867 -7,807 営 業 債 務 76,895 84,015 7,120

営 業 債 権 100,719 101,343 624 有 利 子 負 債 143,085 146,470 3,385

た な 卸 資 産 97,746 108,904 11,157 そ の 他 69,916 63,575 -6,341

そ の 他 8,921 9,200 278

固定資産 309,460 315,878 6,417 純資産 267,625 274,131 6,506

有 形 固 定 資 産 184,900 187,026 2,125 株 主 資 本 211,423 212,000 577

無 形 固 定 資 産 5,925 6,556 631
その他の包括利益
累 計 額

20,729 25,892 5,162

投資その他の資産 118,634 122,294 3,660 少 数 株 主 持 分 35,472 36,239 766

資産合計 557,522 568,193 10,671 負債純資産合計 557,522 568,193 10,671
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（5）予想セグメント別売上高 （6）業績予想

（単位：百万円、％） （単位：百万円、％）

予想 （前期差） 予想 （前期差）

27年3月期 増減額 増減率 27年3月期 増減額 増減率

特 殊 鋼 鋼 材 193,900 9,799 5.3
売 上 高 490,000 32,268 7.0

営 業 利 益 20,000 1,022 5.4

機能材料・磁性材料 159,800 16,314 11.4
経 常 利 益 22,000 1,712 8.4

当 期 純 利 益 10,000 -2,616 -20.7

自動車・産業機械部品 102,100 5,098 5.3

エ ン ジ ニ ア リ ン グ 23,700 -404 -1.7

流 通 ・ サ ー ビ ス 10,500 1,460 16.2

計 490,000 32,268 7.0

　

（7）予想経常利益増減要因（前期対比）

　 （単位：億円） （参考：原料市況）

増益要因 金額 減益要因 金額 前期 予想

１．販売数量増加 ７８ １．原燃料等市況 １０２ 26年3月期 27年3月期

２．販売価格是正 ５１ ２．内容構成差他 １１ Ｈ２建値
28.8 26.5

３．変動費改善 ３０ ３．固定費の増加 ３６ （千円／ｔ）

４．営業外損益 ７ ニッケル(LME)
6.51 8.20

（＄／ｌｂ）

計（ａ） １６６ 計（ｂ） １４９ モリブデン(MD)
10.0 12.1

差引（ａ）－（ｂ） １７ （＄／ｌｂ）
　

（8）設備投資額（計画ベース）および減価償却費

　 （単位：百万円）

前期(26年3月期) 当期(27年3月期) 増減額

上半期 通期 上半期 通期予想 上半期 通期

設 備 投 資 額 10,700 26,400 10,900 20,400 200 -6,000

減 価 償 却 費 9,352 20,052 10,650 22,000 1,297 1,948

　

（参考）業績の推移

（単位：百万円）

実績 予想

23年3月期 24年3月期 25年3月期 26年3月期 27年3月期

売 上 高 472,062 489,154 440,428 457,731 490,000

営 業 利 益 32,730 31,533 15,425 18,977 20,000

経 常 利 益 31,726 31,762 16,475 20,287 22,000

当 期 純 利 益 23,003 22,717 10,983 12,616 10,000
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